
 
 

SAH×探究

2/17 探究発表会を終えての感想 ２年探究活動の「内容」 

①自分が興味・関心のあるテーマ・課

題の設定･･･フィールドを地域（主

に前橋市）、学問に設定 

②探究活動の中で外部機関（自治体、

企業、大学、研究所等）を訪問し、

新たな知見を獲得、自分達の解決 

案の提案、考えをぶつける 

③2 月に探究活動のまとめを発表 

「成果発表」の側面はあるが、探究

活動の「経過・過程」の発表を重視 

2/17 発表の様子① 



2/17 発表の様子② 
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2/17 発表の様子③ 



★SAH 事業を担当する県教育委員会高校教育課の峯川浩一指導主事より本校の探究活動についてコメントをいただきました。 

去年から今年にかけての探究の取組の進化は、本当に素晴らしいと思いますし、先生方の尽力には頭が下がり 

ます。それに答えていく前南生の進化も楽しみです。 

ちなみに、探究は最初の「課題設定が難しい」というのは普遍であると思いますが、今年色々な学校の様子を見せて

いただくことで個人的に気付いたのが、「探究が探究らしく見えるか（良い意味で）」、「調べ学習っぽく見えるか」の差

は「仮説」の有無であるのではということです。 

ある高校の探究で、「電線に止まる鳥の性質」というテーマがありました。このテーマの仮説が「大きい鳥は電柱の近

くに、小さい鳥は電柱から離れた所に止まるのではないか？」でした。データの数は十分でなかったものの、この仮説

に基づき、電柱に止まる鳥の写真を何十枚も撮影し分析した内容はなかなかのものでした。単に鳥が好きなだけの生徒

がなんとなく思っていたことが、この仮説により急に探究に昇華したように感じました。 

課題設定と言うと難しく感じるのですが、「○○なんじゃないかなー？」という仮説を立てているかどうかが、その学

校の探究っぽさに影響しているのでは？というのが、今の私の仮説です。 


